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受容とは、小さな種子の中の美

しい花となる可能性を育てる、肥

えた土壌のようなものである。し

かし土壌は、種子が花になるのを

「助ける」ものでしかない。種子

が成長する可能性を目に見える

ようにすることはできるが、その

可能性自体は種子の内部に存在

する。種子と同様に、子どももそ

の内部に発達する能力を包んで

いる。受容は、土壌と同じで、子

どもが秘めている可能性の実現

を単に助けるものでしかない。 
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生きづらさで、唸る頭。 
その苦しい頭で、いくら願っても、 
生きやすさは生まれにくい。 

 
生きづらさでいっぱいな今を少しだけ 

笑顔に変えてみる。 
「ラッキー」「ハッピー」 

最後が「い」で終わる言葉を言うと、 
自然と口角が上がって笑顔に近づく。 

せーの、 
「うれしー！」「たのしー！」「おいしー！」 

もし、うれしくもないのに… 
と言えなければ、 

「ミッキー」「クッキー」「ミルクティー」 
でも良さそう。 

声のトーンは、ドレミファソのソのトーン。 
言ってみよう！ 

余計なプライドも飛んでいく！ 
少しずつだけど、 

幸せな人生というものが、 
遠くの話ではなくなる。 
言葉で笑顔になって、 

その言葉から考え方も変わり始める。 
せーの、ミシシッピー！ by rie 

rie 

M 

midori 

ayumi 

 

なんでもトーク会 

毎月第1・3水曜日18：30～ 

市民活動センターにて 

参加費200円 

（ ※ お申し込みが必要です ） 

midori 

相手が問題を持つ 

問題なし 

自分が問題を持つ 

受
容
領
域 

非
受
容
領
域 


